
（ただし、ＷＩＦＩ環境が必要です。） 

 

 

 

 

 

 

６月１５日～2１日は「長崎っ子の心を見つめる教育週間」です。

教育週間の主な予定をお知らせします。様々にご参観いただけま

すと幸いです。 

                                                 

校門横の紫陽花↑ 

＜６月１２日（金）＞ 校長講話１３：２０～（15分）   

「校長講話」は、15日（月）からの教育週間に先立って「命を輝かせて生きる心豊かな川原っ子になってほしい」

との願いを子どもたちに話す予定にしています。 

 

＜６月１５日（月）＞ 見守る会１0:00～（90分）   

「見守る会」とは、長崎市教育委員会が作成した「長崎市評価ガイドライン」などに基づき、学校運営のさらなる 

充実をめざして設置している「学校関係者評価委員会」のことです。 

「見守る会」の構成員は、会長を PTA会長、副会長を子どもを守るネットワーク会長、会員を民生児童委員の 

皆様、自治会長の皆様、学校評議員の皆様などにお願いをしております。例年、６月の教育週間の時期と１２月あ

るいは１月の年２回、授業参観及び会議をしています。 

 

＜６月１６日（火）＞５・６年生による１・２年生への絵本の読み聞かせ（10分）  

 東日本大震災の時に、瓦礫に中で、津波にも塩害にも負けずにたくましく花をさかせたひまわりが、いつしか

「ど根性ひまわり」と呼ばれるようになり、その「ど根性ひまわり」が、今では全国各地、海外でも育てられています。

川原小学校でも、「ど根性ひまわり」を育てていることはこれまでもお知らせしてきたところです。 

この時期に毎年、絵本「ど根性ひまわりのきーぼうちゃん」を高学年が低学年に読み聞かせをしています。子ど

もたちには、「命が大事に受け継がれていること」を学んでほしいと思っています。 

  

＜６月１７日（水）＞１１：００～（45分）  講話「すいみんってすごい」 

  講師に、（社）日本睡眠教育機構認定上級睡眠健康指導士、東洋羽毛九州販売株式会社 長崎営業所の 

前田 雅悠（まえだまさひろ）さんを迎え、児童がよりよい眠りについて学びます。 

 

＜６月１７日（水）＞15:30～（60分） 学校保健委員会 

「学校保健委員会」は学校医、学校歯科医、薬剤師、PTA の代表、学校職員による会議です。昨今、子どもたち

がメディアに触れる機会が増えてきたことにともなって、今年度は「睡眠」にかかわる取り組みをすることが昨年度

の会議で確認されています。子どもたちの命（健やかな成長）にかかわる大切な会だと考えております。 

令和８年６月５日（金） 

長崎市立川原小学校 

校長 神 田  学 
第５号 



 

＜６月１８日（木）＞家族交流証言講話 11:00～（60分） 

  今年の講師は、河野正二さんです。 被爆者（田川博康さん）の証言をもとに、子どもたちに平和と命の大切さ

を伝えていただきます。 

 

＜６月１９日（金）＞校長による情報モラルの授業（３・４年生） １１：５０～（４５分） 

毎年、小学生が、スマートフォンなどのメディア（インターネット）に関係した事件・事故に巻き込まれています。便

利な機能を使いこなすには正しい知識、判断力や責任能力、自制心などが必要です。子どもたちの「命（人生）」

が大切ですから、小学生がスマートフォンなどを所持することには慎重になってほしいと思います。小学生の間は、

LINE などの SNS 等で交流するのではなく、存分に相手と直接交流する経験をしてほしいと思っています。長崎

県メディア安全指導員の資格を有する校長が授業をします。 

 

＜６月２0日（土）＞土曜授業 

土曜授業の日程は次のとおりです。※子どもたちは通常どおりの登校 

① （8：20～８：５0）引き渡し訓練：当日の流れについては後日あらためてお知らせいたします。 

② （８：５5～９：２0）全校音楽：保護者の皆様は各学級で学級懇談会を予定しています。 

③ （９:３０～10：１５）道徳：授業参観 

④ （10:３０～11:００）3世代交流会：エアコンのある教室での交流を計画しています。 

⑤ （1１:1０～1１:５0）ネットワークパトロール 

              

＜６月２１日（日）＞家庭の日 

６月２１日（日）は６月の家庭の日です。皆様に「家庭の日」をあらためて意識していただく機会とするために、教

育週間の最終日をこの日にさせていただきました。 

「家庭の日」とは、家族そろっての団らんの機会を増やすことによって、愛情と信頼に結ばれた温かい家族関係

を育てる契機とするため、毎月第３日曜日を標準日とする運動名です。「家庭の日」は、全国的にずいぶん以前か

ら取り組まれていたものですが、平成１３年からは「ココロねっこ運動」の一環として取り組むようになりました。  

平成２０年には長崎県子育て条例において「家庭の日」が明記されました。「標準日」とは、第３日曜日以外でも

いいですので、ひと月の中で、どこでもいいので、どこか 1 日、各家庭で日にちを決めて取り組まれてはいかがで

しょうかという意味が込められています。温かい家族関係を育てる契機とすることが目的ですので、「家庭の日」に

お子さんと一緒にスポーツをするのもいいと思います。そのほかにも、お子さんと一緒に料理する、工作する、虫とり

をするなどいかがでしょうか。 

お子さんとそのような時間を過ごすことはどなたに聞いても大切なことだとおっしゃいますが、いざ、実際にでき

ているかというと、できそうでなかなかできないことでもあります。お散歩して会話を楽しむのもいいと思います。ご

多用な中だと思いますが、お子さんと一緒に何をする日にするか決めて過ごされてはいかがでしょうか。 

 


